
事 項｜ ポット育苗と雨除けはいちごの芽枯れ症状を減らす

芽枯れ症状は、八戸市市川｜地区を中心に、半促成栽培の「麗紅」で保温開始後に発生し

ている。特に、平成10～11年には、同地区で広範囲に芽枯れ症状がみられ、再定植が行わ

ね ら い｜れるなど、大きな問題となった。

その要因は降雨下で、の滞水、土壌中の塩類過剰や不均衡な塩基ノ〈ランス等により根の生

育が阻害され、株が弱体化して発生するものと考えられている。そこで、現地の芽枯れ症

状の発生圃場において耕種的防除試験を行ったところ、芽枯れ症状の軽減効果が認められ

たので普及に移す。
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1 畑作園芸試験場に持ち込みのあったいちご生育不良株の診断結果

病害虫等の関与や発生原因を調査した結果、病原菌を特定できない芽枯れ症状が51%

と多数を占め、線虫害等の虫害が13%、根腐病、萎黄病、萎凋病等の病害が19%、生理

障害が17%で、あった。

2 軽減技術

(1）ポット苗の利用

無仮植苗を用いると、芽枯れ症状の発生が多くなるので、ポット育苗した百を利用

する。培土は、病害虫等の心配のない土を用いる。

(2）雨除け

定植後の活着期に風水害を防ぐため、定植直後から屋根をビニーノレで被覆して雨除

けを行う。

期待自れる効果｜ 芽枯れ症状の発生を軽減でき、生産が安定する。

1 雨除け後はハウス内温度がやや高くなり、乾燥や病害虫の発生が懸念されるので、適

切なかん水と病害虫防除を行う。

普及上の注意事項12事前に排水対策を施すとともに、台風や大雨により畦聞が滞水する場合は、速やかに
排水する。

3 基肥窒素施用量は、「やさい栽培の手引」のとおり 10a当たり 15～20kgとし、土壌診断

による分析結果を考慮して、加減する。
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【根拠となった主要な試験結果】

表1 いちご生育不良の診断結果 （平成9年～17年青森農林総研畑園試）

年次 診断件数
要因別件数

芽枯れ症状 虫：青 病者 生理障害

平成9年 4 3 (75) 1 (25) 。（－） 。（－） 
平成11年 1 。（－） (100) 。（－） 。（－） 
平成12年 1 1 (100) 。（－） 。（－） 。（－） 
平成13年 6 。（一） (17) 2 (33) 3 (50) 
平成14年 22 19 (86) 2 (9) (5) 。（－） 
平成15年 4 2 (50) (25) (25) 。（－） 
平成16年 8 1 (13) 。（一） 2 (25) 5 (62) 
平成17年 7 1 (15) (15) 4 (55) (15) 

合計 53 27 (51) 7 (13) 10 (19) 9 (17) 

（注） 1 持ち込みによる病害虫診断調査より抽出した。

2 ( ）内の数値は診断件数に対する比率。

3 虫 害 ：線虫害等

病 害：根腐病、萎黄病、萎凋病等（芽枯れ細菌病は含まれていない）

生理障害 ：養分過剰による根やけ等

小 ：葉柄の褐変

多 ：中心部の著しい枯れ上がり

中：中心部の新芽や花芽の萎れ

写真芽枯れ症状株の外観および発症度

左 発症度 ：小

右 発症度 ：中

左下 発症度：多

つ山



表2 ポット苗定植による芽枯れ症状の軽減 （平成17年 青森農林総研畑園試）

苗区分
雨除けの 調査 障害程度別株数

発症度
発生株率

調査日
有無 株数 0 1 2 3 （%） 

農家採百 97 97 。。。。 0.0 
ポット百 畑園試採苗

有
109 109 。。。。 0.0 

平均 。 0.0 
｜無仮植・ 直接定植苗 109 108 1 。。0. 3 0. 9 平成18年

農家採苗 200 196 1 2 1 1. 3 2.0 3月24日
ポッ ト苗 畑園試採苗 鉦 200 197 1 。2 1. 2 1. 5 

平均 1. 3 1. 8 
｜黙仮植 ・直接定植苗 132 110 4 2 16 14. 1 16. 7 

（注） 指数： 0 無 1軽 2 中 3重

発症度＝ { ( 1×n 1) + ( 2×n 2) + ( 3×n 3)} / ( 3×N）×100 
N＝調査株数、n1= 1の株数、n2=2の株数、 il3=3の株数

表3 雨除けによる芽枯れ症状の軽減 （平成14～17年青森農林総研畑園試）

年次
雨除けの 基肥窒素量

発症度
発生株率 9～1 1月 滞水H寺

調査日
有無 (a当たり） （%） 降水量（凹） 排水対策

平成14年
有

2. 0kg 
12.5 34.4 

403. 5 毎
平成14年

笠正 18. 5 51. 3 12月27日

平成15年
有

2. 0kg 
。 0. 0 

195. 0 
平成16年

笠E 。 0. 0 3月12日

平成16年
有

2. 5kg 
0. 2 0. 2 

523.5 有
平成17年

笠正 。 0. 0 3月18日

平成17年
有 1. 5kg 0. 3 0. 9 262. 5 有

平成18年
蛍士t 2. 1kg 14. 1 16. 7 3月24日

（注） 1 各年度とも無仮植 ・直接定植苗での数値。

2 雨除け処理別にハウスを設け、各年次とも同一ハワスで、行った。

3 滞水時排水対策は、揚水ポンフ。を用いた闘場外への強制排水のこと。

4 発症度及び発生株率の処理問差について、平成15年次は、滞水場面が無く 、平成16年次は、積

極的な排水対策により発生が抑えられたものと考えられる。
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（屋根ヒ、ニーノレ被磁）

保：I且開止合

（犀根ビニール被覆） ←除草盛期 間 （屋根ビニーノレ被磁）

慣行 ι 目

｜ 前作収機 ｜片付け、耕起 土壌消毒施肥、畦立て

定植（無仮値商） 保温開始

（注） ＝＝＝＝＝・・・ハウス全体を被覆する期間

・－－・－－－ハワスの屋根部分を被覆し、 側面を開放する期間

図1 芽枯れ症状軽減技術の作業手順
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耕種概要

試験場所八戸巾巾）｜｜地区（水田転換畑）
作型 ・品種 半促成栽培 「麗紅」

ポット苗農家採苗 : 9cm径黒丸ポリポッ トを使用。
培土は、山土、籾がらくん炭を混和

採苗方法
ポット苗畑園試採苗：10.5cm径黒丸ポリポットを使用。

培土は、市販の製品を混和（窒素成分量は255g/1日）
無仮植苗 ・直接定植：現地農家の露地育苗床から直接採苗し定植した。
※ポット苗は、 H17年次のみ供試した。

疋pムー， 植 日
平成14年8月29l=l、平成15年8月30日～9月1日
平成16年8月21日、平成17年8月20日～25日

栽植様式畦幅： 110cm、株間 ：18cm、2条千鳥植、1010株／a
堆 月巴 亘巨ヨ もみがら堆肥3401ぽ／a 豚ぷん堆肥130kg/a

施肥 方法
基肥 ：農家慣行（有機質主体）
追肥：農家慣行（かん水時液肥混入）

てEア ノレ チ 黒マルチ

雨除け方法
雨除け無しは、 9月中 ・下旬～11月上 ・中旬までハウスの屋根を無被覆状態
雨除け有りは、定植直後からハウス屋根を被覆状態

保温方法 1 1月下旬～12月上旬にマルチ被覆し、 トンネル保温

イ呆i且開声合日
平成14年11月25日、平成15年12月4日
平成16年12月10日、平成17年12月2日

収 穫 期 3月上～中旬
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